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１．はじめに 
  教員は、大学での教職課程や勤務校での校内研修、勤務校以外で開催される校外研修な
ど教員養成及び教員育成に係る様々な機会をとおして、教員として必要とされる知識・資
質を備えることが求められている。また、教員を目指す人には、これらの知識・資質を早
いうちから備え、いわゆる一人前の教師として生徒の前に立つ覚悟が必要である。 
そこで、今回、初任段階の教員の意識・実態を把握し、教職課程や研修等の改善点を明
らかにするため、北海道の公立高校に勤務する初任教諭と中堅教諭を対象に教員として必
要とされる知識・資質を初任時にどの程度備えていたか、またそれらの知識・資質備える
機会としてどのような機会が適当かについてアンケート調査を行った。ここでは、アンケ
ートの分析結果と資質育成のための様々な機会の改善点について述べる。 
 
２．アンケート内容 
 北海道教育委員会が平成 29年 12月下旬に実施した高等学校初任者研修に参加した 155
名の教員と、同年８月に実施した採用後概ね 10年を経過した教員対象の高等学校中堅教諭
等資質向上研修に参加した教員 89名を対象にアンケート調査を行った。アンケート内の質
問５で提示する知識・資質の項目は、現在の教員免許取得に必要な教職科目を参考にした。
アンケートの項目を表１に示す。本稿では、質問５と質問６の結果を中心に分析した。 
 
表１ アンケート項目 
 
質問１ 専門とする教科（一つ）　そのうち専門とする科目
質問２ 担当教科・科目（全て）
質問３ 担当分掌（全て）
質問４ 教員免許を取得した年と大学について
１　教育大学　　　　２　教育大学以外の大学の教育学部　　　　３　１、２以外の大学
質問５
(1) 教職の意義等
① 教職の意義及び教員の役割
② 教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）
a　教員の身分・心構え　　ｂ　学校の組織　　ｃ　教員の服務（義務、処分等）　　ｄ　教員の研修　
(2) 教育の基礎理論
　 ① 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
② 生徒の心身の発達及び学習の過程（障害のある生徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）
③ 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
(3) 教育課程及び指導法
① 教育課程の意義及び編成の方法
② 教科の指導法（全般）　（※この項目は初任教諭のみ調査）
a　評価方法　　ｂ　アクティブラーニングの指導　　ｃ　ICTの活用
③ 特別活動の指導法
④ 教育の方法及び技術
(4) 生徒指導、教育相談及び進路指導等
① 生徒指導の理論及び方法
② 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法
③ 進路指導の理論及び方法
質問６
ア　大学の教職課程（講義・演習）　　　　　　　イ　学校インターンシップ　　　　　　　ウ　教育実習　　
エ　道教委等の事前研修　　　　オ　初任校での校内研修（ＯＪＴ含む）　　　　カ　校外研修（道教委主催）
キ　校外研修（その他の研究会等主催）　　　　　　　ク　免許更新講習　　　　　　　ケ　その他
１　不足していた　　２　やや不足していた　　３　概ね備えていた　　４　備えていた　　５　わからない
ア　大学の教職課程（講義・演習）　　　　　　　イ　学校インターンシップ　　　　　　　ウ　教育実習
エ　道教委等の事前研修　　　　オ　初任校での校内研修（ＯＪＴ含む）　　　　カ　校外研修（道教委主催）
キ　校外研修（その他の研究会等主催）　　　　　　　ク　免許更新講習
教員として必要な知識・資質を得るそれぞれの機会について、課題と考える点や意見、感想を書いてください。
下記の(1)～（４）の内容について、あなたが最初に教職に就いたときに、教員として必要とされる知識や資質を備
えていたと思いますか。次の１～５から選んでください。また、それらの資質はどのような研修等で備えるのが良い
と考えますか。ア～クの中から選んでください（複数回答可）。
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３．結果と分析 
ア 質問５「教員として必要な知識・資質を備えていたと思いますか」 
(1) 結果 
 
 
         図１ 最初に教職に就いたときの知識・資質 
 
各質問について、初任教諭と中堅教諭の結果を上下に並べた。上段が初任教諭、下段が
中堅教諭の結果である。「備えていた」「概ね備えていた」「やや不足していた」「不足して
いた」と回答した割合を図に示した。なお、「わからない」は除いた。また、以下では、各
質問を一部短縮して記述している。 
(2) 分析 
①全ての質問において、「備えていた」と「概ね備えていた」と回答した割合を合わせたも
のは、中堅教諭に比べ、初任教諭の方が高い。 
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②中堅教諭の全ての質問において、「備えていた」と「概ね備えていた」と回答した割合を
合わせたものは半数以下である。 
③「備えていた」と回答した割合は、「(1)②職務内容」「(1)②ａ身分・心構え」「(1)②ｃ
教員の服務」の質問に対して初任教諭が回答したもののみ１割を超えたが、その他の質問
や中堅教諭の全ての質問で１割に達していない。 
④「(1)①教職の意義・教員の役割」「(1)②ａ身分・心構え」「(1)②ｃ教員の服務」「(2)①
理念・歴史・思想」といった知識の比重が大きい質問は、学校現場での実践に係る他の質
問に比べ、「備えていた」と「概ね備えていた」の回答を合わせた割合が高い（初任教諭で
５割以上、中堅教諭で３割以上）。 
⑤「(1)②ｂ学校の組織」「(1)②ｄ教員の研修」「(2)③社会的制度的経営的事項」「(3)①教
育課程の意義・編成」といった学校の事務的・運営的な質問については、「備えていた」と
「概ね備えていた」の回答を合わせた割合が初任教諭では３～５割、中堅教諭では、２～
３割とやや低い。 
⑥「(3)②ａ評価方法」「(3)②ｂAL」「(3)②ｃICT活用」といった「教科指導」に係る質問
や、「(3)③特別活動の指導方法」「(3)④教育の方法・技術」「(4)①生徒指導の理論・方法」
「(3)②教育相談の理論・方法」「(3)③進路指導の理論・方法」といった「生徒への指導」
に係る質問については, 「備えていた」と「概ね備えていた」の回答を合わせた割合が初
任教諭で２～４割、中堅教諭では２割程度と低い。 
 
イ 質問５「どのような研修等で備えるのがよいと考えますか」 
(1) 結果 
表２ 資質を備える機会 
 
 
初任教諭、中堅教諭のそれぞれの対象者のうち、当該の項目を選択した人数の割合をパ
ーセントで示した。また、以下では、知識・資質の各項目を一部短縮して記述している。 
(2) 分析 
①全ての資質を合わせた全体の平均（％）では、初任教諭、中堅教諭とも『ア 教職課程
講義演習』『オ 校内研修』『カ 校外研修（道教委）』を回答した割合が 30％を越えており、
ア イ ウ エ オ カ キ ク ア イ ウ エ オ カ キ ク
66 15 36 23 36 21 13 5 (1)①教職の意義・教員の役割 57 19 40 27 33 17 12 3
55 9 27 36 39 23 15 5 　 ②職務内容 35 7 16 38 44 29 10 3
57 8 31 42 34 19 10 5 　　 ａ身分・心構え 42 9 24 37 48 29 7 2
38 10 30 32 54 21 11 3 　　 ｂ学校の組織 25 8 22 31 64 24 8 2
61 6 17 44 36 26 10 5 　　 ｃ教員の服務 34 3 11 44 47 33 7 3
37 9 19 36 49 46 24 8 　　 ｄ教員の研修 20 7 8 38 46 43 34 8
87 5 8 16 11 16 6 5 (2)①理念・歴史・思想 76 1 7 16 18 18 9 7
71 14 21 17 32 31 25 8 　 ②心身の発達・学習の過程 64 4 7 24 30 39 34 10
63 5 9 28 32 35 17 7 　 ③社会的制度的経営的事項 45 2 6 24 36 42 17 9
63 6 11 27 46 37 18 6 (3)①教育課程の意義・編成 45 2 4 22 48 42 19 11
66 10 33 22 44 43 27 5  　②教科指導
50 10 29 27 49 45 27 6 　　 ａ評価方法 36 6 13 26 53 49 28 3
52 11 25 24 48 48 34 6 　　 ｂＡＬ 38 7 12 21 36 51 39 7
48 12 25 22 51 44 34 6 　　 ｃＩＣＴ活用 37 4 10 21 35 51 39 7
49 14 26 21 50 42 27 5 　 ③特別活動の指導法 30 9 21 19 51 37 24 2
61 14 36 23 51 44 28 8 　 ④教育の方法・技術 39 13 26 26 51 39 34 4
58 13 21 27 52 43 28 5 (4)①生徒指導の理論・方法 42 8 15 29 56 43 26 6
53 10 18 26 48 48 33 5 　 ②教育相談の理論・方法 45 7 13 29 51 43 33 7
46 11 17 25 61 43 32 7 　 ③進路指導の理論・方法 36 8 10 26 55 45 31 4
57 10 23 27 43 36 22 6 平均（％） 41 7 15 28 45 37 23 6
　それらの資質はどのような研修等で備えるのが良いと考えますか。ア～クの中から選んでください
（複数回答可）
ア　教職課程講義演習　　イ　学校インターンシップ　　ウ　教育実習　　エ　事前研修　　オ　校内研修
カ　校外研修（道教委）　　キ　校外研修（研究会）　　ク　免許更新講習
資　　質
初任教諭 中堅教諭
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それぞれの機会を、資質を備える機会として重視していることがわかる。 
②初任教諭の全体の平均は、『ア 教職課程講義演習』が 57％と最も高く、『オ 校内研修』
は 43％と２番目に高い結果となった。中堅教諭では『カ 校内研修』が 45％、次に『ア 教
職課程講義演習』が 41％の順になっている。『ア 教職課程講義演習』と回答した割合につ
いて初任教諭が中堅教諭よりも高いのは、初任教諭にとって、現在身に付けている資質の
うち教職課程講義演習で身に付けたものが大きな部分を占めること、教職課程講義演習に
教職科目「教育実践演習」が加わったことなどから以前よりも教職課程の内容が実践的に
なったことが影響していると考えられる。 
③『ア 教職課程』では、初任教諭、中堅教諭とも「理念、歴史、思想」「心身の発達・学
習の過程」「教職の意義、教員の役割」などといった、知識の比重が大きい項目は回答した
割合が高い。また、「学校の組織」「教員の研修」などといった、生徒や学校外部からは実
態の把握がしづらい項目は回答した割合が低い。これらは、学生が、大学では教育の基本
的な知識から理解が進んでいることを示している。 
④『イ 学校インターンシップ』は、初任教諭、中堅教諭とも、全ての項目で低い割合と
なっている。学校インターンシップを経験していない、その意義を理解していない教諭が
多いことに加え、期間が短いために低い割合になっていると考えられる。 
⑤『ウ 教育実習』は、初任教諭、中堅教諭とも「教職の意義・教員の役割」を回答した
割合が約４割と他の項目に比べて高く、続いて「身分・心構え」「学校の組織」「教育の方
法・技術」がやや高い割合になっている。これは、多くの教諭にとって、初めて教職の意
義や教員の役割を実感できる機会となっているためと考えられる。 
⑥『エ 事前研修』は、初任教諭、中堅教諭とも「職務内容」の各項目が３～４割と比較
的高い割合になっている。これは、事前研修が教諭になる直前の研修であり、具体的な職
務を学ぶ場として重視されているためと考えられる。 
⑦『オ 校内研修』は、初任教諭、中堅教諭とも「理念・歴史・思想」と回答した割合が
１割台であるが、その他の項目は３割を超えている。特に、「学校の組織」と回答した割合
は、初任教諭で５割、中堅教諭で６割を超えている。また、生徒への実践的な指導に係る
「特別活動の指導法」「教育の方法・技術」「生徒指導の理論・方法」「進路指導の理論・方
法」と回答した割合は、初任教諭、中堅教諭とも５割を超えている。校内研修は、初任校
で管理職や同僚の教諭から実践を積みながら教職の資質を備える機会であるとして重視さ
れているためと考えられる。 
⑧『カ 校外研修（道教委）』は、初任教諭、中堅教諭とも教科指導で、「評価方法」「AL」
「ICT活用」と回答した割合が約５割と高い。また、「教員の研修」「社会的制度的経営的事
項」「教育課程の意義・編成」をはじめ、生徒への実践的な指導に係る各項目が３～５割と
比較的高い。これは道教委の校外研修が新しい教育方法を学ぶ機会として重視されている
ためと考えられる。 
⑨『キ 校外研修（研究会）』は、「AL」「ICT活用」「教育相談の理論・方法」「進路指導の
理論・方法」と回答した割合は、初任教諭・中堅教諭とも３割を超えている。これは、校
長協会が主催や後援となっている教科や教育相談、進路指導等に関する研究会があり、最
新の教育内容について研修を行っていることが支持されているためと考えられる。 
⑩『ク 免許更新講習』は、今回調査した全ての項目で初任教諭・中堅教諭とも低い割合
になっており、本アンケート調査で提示した資質を備えるための機会としては、あまり期
待されていないと思われる。 
 
 
ウ 質問６「それぞれの機会について課題と考える点や意見、感想を書いてください」 
(1) 結果 
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表３ 機会ごとの課題点、意見、感想 
①『ア教職課程』  
◎広く全般に知識を得ることができる 
◎実践力が身につかない 
◎実践的な内容を講義・演習で取り入れてほしい 
◎現場の教師の声を聞く機会があればよい 
◎基本的な制度や学校の組織のしくみを学ぶこと
が必要 
◎担当者の経歴により現場に適さない内容もある 
○教採合格のための講義になっている 
○現場見学の機会がほしい 
●教師の仕事、生涯の「具体的事例」をたくさん 
示す 
 
②『イ学校インターンシップ』 
◎経験したことがない、よくわからない 
◎現場の雰囲気を知ることができる 
◎深い内容まで踏み込むことができない 
◎機会が不足している 
◎実際の役割や仕事内容を知るために実施すべき 
○校種の幅を広く体験する方がよい 
●受け入れ期間と与えられる役割の内容次第にな  
 る 
 
③『ウ教育実習』 
◎実践的に学校で学ぶことができる 
◎期間が短い 
◎出身校では行わない方がよい 
◎学校、教員により対応が異なる 
◎教員が多忙なため、実習生の相手ができない 
◎もっと多くの学校業務を体験する時間が必要 
○高体連の時期等と重なるなど時期を考えてほし 
 い 
○学校ごとではなく、統一された資料があるとよい 
●学校の負担が大きく、多く受け入れられない 
●授業の練習を各学校で行うべき 
 
④『エ道教委等の事前研修』 
◎必要である 
◎着任前に不安がやわらぐ 
◎実践的な内容にするとよい 
◎オンデマンド方式がよい 
○強制してもいいのではないかと思う 
○内容が不足している 
●参加していないのでよくわからない 
⑤『オ校内研修（OJT含む）』 
◎有意義な研修であった 
◎現場の先生に初任者への校内研修を行う余裕が 
ない 
◎形骸化している 
◎行っていない 
○学校の業務の概要を知る上で助かった 
○学校の仕組みや教科指導力が高められてよい 
○管理職にしっかりとやっていただきたい 
●小規模校では充実した研修が難しくなることが 
ある 
●近隣校との合同研修もよい 
 
⑥『カ校外研修（道教委）』 
◎参考になることが多い 
◎他校の教員から学ぶことが多く、よい研修であ 
った 
◎行きたいが、時間を取るのが難しい 
○横のつながりができてよい 
○大学で聞いた話が多い 
○実践が少ない 
○オンデマンドの利用を 
●幅広い知識や視野を持つよい機会です 
●業務に生かされる内容に乏しい 
 
⑦『キ校外研修（研究会等）』 
◎非常に勉強になる研究会が多い 
◎他校との交流ができるよい機会 
◎行く時間がない 
○スキルを上げるために必要 
○費用の助成があるとよい 
○出張の扱いにならないものに行くことが難しい 
○特別、必要ない 
●若年層教員の研究会離れが進んでいるように感 
じる 
●お金がかかったり、会場が遠いと参加できない 
 
⑧『ク免許更新講習』 
◎最新の話題について学べるのはよい 
◎内容の精査が必要 
○日数・経費の負担が大きい 
○まだ参加していない 
●必要性を感じない 
●中堅教諭研修と重なり大変である 
 
それぞれの機会ごとの課題点などでいくつか特徴的なものを表にした。なお、初任教諭、
寄稿論文 
37 
 
中堅教諭共通の記載内容は◎、初任教諭のみの記載内容は○、中堅教諭のみの記載内容は
●の記号を付けた。 
(2) 分析 
多くの教諭がそれぞれの機会について課題と考える点や意見、感想を記載していた。 
それぞれの機会のうち、比較的肯定的な記述が多いのは、『ウ 教育実習』『カ 校外研
修（道教委）』『キ 校外研修（研究会等）』であった。反対に課題や否定的な記述が多いの
は『ア 教職課程講義演習』『オ 校内研修』『ク 免許更新講習』であった。 
 
４．課題と改善点 
以上のアンケート結果を踏まえて、それぞれの機会の課題と改善点について考察する。 
ア 『教職課程講義演習』  
教員として必要な知識・資質の各項目は大学等の教職課程で学ぶ内容である。全ての項
目で、初任時に備えていることが望ましいが、教職課程の時間数などを踏まえると、学べ
る内容は限られる。実際に、アンケート結果でも「備えている」と回答した割合は、極め
て少ない。しかし、着任１週間後には教諭として生徒を指導することを考えると、「不足し
ている」「やや不足している」と回答する割合は少ない方がよい。また、アンケート結果か
ら直接生徒の指導に関わることや学校組織についての知識や資質を備えている割合が少な
い。 
このため、質問６の回答でもあったとおり、教職課程の講義や演習においては、より実
践的な内容を取り扱う必要がある。具体的には、次のような方策が考えられる。 
① 講義や演習で実際の学校現場での具体的な課題と対策・解決方法を取り扱う。このと
き、担任や教科担任としての指導の他、学校組織としての分掌の対応も取り扱う。 
② 講義において、学校を訪問したり、現場教諭の講話を聞いたりする機会を設けるなど、
学校現場について具体的にイメージできるようにする。 
③ 学校現場での実践経験のある講師による講義・演習を増やし、より実践的な内容を取
り扱う。 
③は、教育職員免許法の改定に伴う教職課程の再認定において、授業の担当教員の資格
認定で学校現場での実績が評価されることになった方向性とも合致する。 
初任教諭は知識・資質の各項目で「備えている」「概ね備えている」と回答した割合が中
堅教諭に対して高い。これは、10年前の教職課程に比べて「教職実践演習」を取り入れる
など学校現場を重視したカリキュラムに大学が変化してきたことが、原因として考えられ
る。しかし、まだ肯定的な回答をした割合が十分とは言えないので、今後学校現場を一層
重視した講義・演習を進めることが求められる。 
 
イ 『学校インターンシップ』 
知識・資質を備える機会として、アンケートでは低い割合となっている。学校インター
ンシップは、最近実施する大学が増えてきており、文部科学省は教職課程で積極的に取り
入れることを勧めている。質問６の回答では「やったことがない」「わからない」との回答
が多数見られた。その中でも、「学校現場を知ることができる」との回答が複数あり、「教
職の意義・教員の役割」を知る機会になると考えられる。 
ただし、受け入れる学校の負担もあり、なかなか広がらない現状もある。千歳科学技術
大学では地元の千歳市教育委員会と連携し、市内の小中学校での受け入れを依頼している。
教育実習のように出身高校での受け入れは困難を伴う。地元教育委員会との密接な連携に
より実施可能になると考えられる。 
 
ウ 『教育実習』 
学校で行われている教育実習は、教科指導が中心となっており、主に「教職の意義・教
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員の役割」「身分・心構え」「学校の組織」「教育の方法・技術」の知識・資質を備える機会
として重要である。課題としては、学校現場の教員が多忙なため十分な対応が取れないこ
と、期間が短いため生徒指導や進路指導など多様な学校業務について体験する時間がない
ことなどが挙げられる。学校側の負担を軽減する方策として、各大学の教職課程をより実
践的にすることや、大学と教育委員会、校長協会が連携して各実習校で使用する実習生向
けの教材を作成することなどが必要と考える。また、多様な学校業務については、学校イ
ンターンシップと教育実習を合わせて考え、それぞれの機会で教科指導、生徒指導、進路
指導についてどのような場面でどのような体験をするのかを検討し、資質育成に繋げる必
要がある。 
 
エ 『事前研修（道教委等）』 
教員には、多くの大企業で行われている採用時研修がなく、大きな不安を抱えたまま教
壇に立っている。採用前の事前研修についての期待が高く、特に「職務内容」についての
知識・資質を備える機会として重視されている。 
現在北海道教育委員会が行っている「事前ガイダンス」について、オンデマンド形式と
集合形式を分けて実施していることは評価されている。課題としては、内容についてより
実践的で充実した内容とすること、正式な採用前のため全員が対象にならないこともが挙
げられる。 
 
オ 『校内研修』 
平成 28年度までは初任年次のみ初任者研修が行われていたが、平成 29 年度からは初任
段階教員研修（１年次～５年次）に換わり、各校での校内研修と学校を離れての校外研修
の充実を図っている。 
 校内研修には、この初任時研修に加え、日常的に仕事をしながらの研修（OJT）や職場全
体での研修会なども含まれている。管理職や同僚の教諭から、学校現場で直面しているこ
とを学び、初任時の業務遂行には欠かせない研修になっている。アンケートでも知識・資
質を育成する機会として多くの項目で高い率を示している。 
課題としては、学校現場が多忙なため校内研修が形骸化していることや、小規模校では
若年層が多く教員の人数も少ないことから充実した研修が難しいことが挙げられる。また、
初任教諭対象の研修が実質的に行われていないことを示唆するコメントもいくつかあり、
早急な対策が必要である。 
 
カ 『校外研修（道教委）』 
道教委主催の研修は各教育局や北海道立教育研究所で行う研修など目的別または教員の
キャリアステージ別に様々な研修が用意されている。アンケートでは、知識・資質を育成
する機会として、教科指導、生徒指導、進路指導など生徒への指導に係る項目で高い割合
を示しており、教員の期待は高い。また、講師からの学びのほか、他校教員からの学びも
有効であることがアンケートに記載されている。 
課題としては、業務の多忙さのために職場を離れて参加することができない教員がいる
ことが挙げられる。オンデマンド方式の研修や地方での研修の開催を一層増やすことが必
要である。また、そもそも研修自体の必要性を感じていない教員がいることも事実であり、
意識の変革を求める対策が必要である。 
 
キ 『校外研修（研究会）』 
現在、北海道内には高校の教科や分掌に係る研究会が多数あり、希望する教員がそれぞ
れの研究会に参加し、教育に関する情報を収集したり他校との実践交流を行ったりしてい
る。これらの校外研修は、研究会に参加することでそれぞれの研究会の目的に関係した知
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識・資質を備えることができるため、教科や分掌に関係する項目への期待が大きい。アン
ケートでは特に新しい教育方法（ALや ICTの活用）への期待が大きく、校外からの情報を
必要としていることがわかる。 
課題としては、時間が取れないことや旅費や参加費用が必要であるため、参加できない
教員がいることが挙げられる。また、研究会への参加者が近年減少している研究会もあり、
研究会に参加する必要性を若手教員に伝えることや若手教員にとって魅力ある研究会とな
ることが各研究会に必要である。また、教職課程の学生をこれらの研究会にオブザーバー
として参加させ、研究会に参加するメリットを感じさせることも有効と思われる。実際、
本学の理科教員を目指す学生は、北海道高等学校理科教育研究会のマルティメディア理科
教育研究協議会に参加させていただいており、様々な観察・実験を体験することで研究会
のメリットを大いに感じている。 
 
ク 『免許更新講習』 
アンケートに回答した中堅教諭は、すでに免許更新講習を受講している。アンケートで
は知識・資質を育成する機会として、今回挙げた項目では低い割合にとどまったが、「最新
の話題について学べるのはよい」という意見もあった。内容については、講師が教えたい
ことと受講者が必要としている内容にミスマッチがあり、学校現場の要望を取り入れた内
容にする必要がある。 
 
５．まとめ 
以上、初任教諭と中堅教諭を対象としたアンケート結果をもとに、教員として必要な知
識・資質を育成する様々な機会について検討した。北海道教育委員会は平成 29年 12月に
「北海道における教員育成指標」を策定し、キーとなる 14の資質能力を設定した。今後は、
これらの資質をどのように計画的・系統的・一体的に育成するかについて検討することと
している。現在の教職課程や研修など知識・資質を備えるための機会には様々な課題が存
在しており、それぞれの実施機関は内容や実施形態の改善に取り組まなければならない。 
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